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調布の春は国分寺崖線から

4 月初め、 芽吹きから葉へと変化する頃の深大寺自然広場。

野草園北のイヌザクラのつぼみ。
真っ白なブラシ状の花が咲きます。

上記 4 点はカニ山東樹林。 左からウグイスカグラ ・ 明るい草むらにはクサイチゴ ・ 南斜面下のクサボケの花の中で懸命に花粉を食べる
ルリマルノミハムシ ・ ゴンズイの芽吹き ( 秋には真っ赤な実から黒い種が顔を出す )。

上は若葉の森のヒサカキ。 この時期雑木
林に入ると必ず不思議な香りが漂う。 犯人
はヒサカキです。

入間樹林のコブシ。 コブシは大木になるので雑木林のシンボルツ
リーとして欠かせない。

小川として整備中の深大寺敷
地内湧水。 セリ、 そしてワサ
ビらしき葉も見える。

左上は若葉町 1 丁目の崖線を利用した
自然のお庭。 「森のテラス」 として一般
公開されています。
可愛い看板が目印。
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市民発　ちょうふの自然だより
この 「自然だより」 は 2009.3.15 に設立された 「ちょうふ
環境市民会議」 が隔月で編集発行、 身近な自然情報を
発信しています。 自然に関する情報や写真など、 いつで
もお寄せ下さい。 編集人も募集中！

現在、調布市環境部、市内各図書館、地域福祉センター、
郷土博物館、 実篤記念館、 あくろす 2・3Ｆ、 たづくりみん
なの広場、 曼珠苑さん、 みさと屋さん、 などに置いてあ
ります。

発行：ちょうふ環境市民会議　 連絡先：info@chofu-kankyo-shimin.org

 カニ山の会

原則毎月第 2土曜に深大寺自然広場

東樹林の保全活動を行っています。

参加希望者は直接集合場所へ。

● 4/10（土）10：00 ～ 12：00

● 5/8（土）　10：00 ～ 12：00

樹林の保全、及び春の植物調べなど

 入間 ・ 樹林の会

原則毎月第 3日曜に樹林の保全活動

を行っています。参加希望者は直接

入間地域センターへおいで下さい。

● 4/18（日）9：30 ～ 12：00

方形枠調査及び通路整備作業

● 5/16（日）10：00 ～ 12：00

 若葉の森の会

原則毎月第 2日曜に若葉町第 3緑地

で保全活動を行っています。参加希

望者は直接若葉町 3丁目第 3緑地へ。

● 4/11（日）10：00 ～ 12：00

● 5/9（日）　10：00 ～ 12：00

4・5 月は植物観察、雑木林見学など

も予定しています。

※各樹林地の保全活動は、調布市と

の協働でおこなっています。詳細は

緑と公園課へお問合せ下さい。
TEL　０４２－４８１－７０８３

 野川とハケの森の会

● 4/12（日）10：00 ～ 12：00

   野川とハケの森の会 総会

● 5/16（土）10：00 ～

   野川と多摩川散策

上記 2つともカワセミ館集合

会員以外の方は参加費￥200

問合せ：070-5566-3437　大山

環境市民エコ活動スケジュール

ちょうふの自然みつけた！
市民会議メンバーのMLより

2/25 調布飛行場で雲雀の鳴く声を聞きました。 今年初めて聞くよう

な気がしますが、 雲雀は冬もこの辺にいるのでしょうか？ （ＹＯ）

◆都内では留鳥ですが、 最近は草地や畑地の減少に伴い多摩

地域の減少が著しく多摩川の記録も減少している由。 ちなみに調

布水辺の楽校が2月11日に開催した京王線下流でのバードウォッ

チングでは初鳴が確認されています （ＡＳ）

3/17 武蔵境通り （深大寺北町７丁目付近） で、 うぐいすの

初音を聞きました。 例年　聞かれますが、 今年はだいぶ早いよう

に感じます。 植木畑が多く、 うぐいすの里を思わせるこの辺は大

事にしたいものです。 （幸い昨年も頻繁に鳴いていたので、 道路

拡張の影響は無かったようです） （ＫＴ）

3/23 今朝、 犬の散歩で、 セミの抜け殻を見つけました。 こ

の時期に間違って出てくることがあるのでしょうか？

あるいは、 昨年のものが木の上から落ちてきたか？ (ＹＯ)

◆春に発生するセミもありますがそれにしても早すぎ、 調布には

棲息していません。 昨年のものでしょうが種類は見ないと特定でき

ません。 （ＨＴ）

3/24 今朝、 味スタ横の武蔵野の森公園でキジの鳴き声を聞

きました。 以前にも飛行場内の草むらで鳴き声を聞きましたが、

ここに住み着いているような気がします。 近くに天文台の森もある

ので心配いらないのでしょうか。 （ＹＯ）

◆私も 2 月に運動場のそばのブッシュでみました、 立ち入り禁止

の空き地が多いせいか鳥達に格好のエリアのようです。 滑走路に

隣接する湿地や草地には草原性の渡り鳥も訪れ上空には猛禽類

のトリも出現することからバードウォッチヤーの隠れた穴場です。

雉は日本の固有という事で国鳥になっていますが何故かハンター

の団体である狩猟の会がハンティング用に足環をつけて放鳥して

いる不思議な国ですね？！ （AＳ）

編 集 後 記　　　　　　　　　　　　　★初めてのカラー。市民会議メンバーになって下さっ

た皆さんの会費や寄付金でこんなにすてきな自然だよりができました。

少しでも調布の自然に関する記録になれば、 と願っています。 （ＮＫ）

★2001 年 7 月発行のＮＯ.8 から市民が編集作業を担ってきた、 「ちょ

うふの自然だより」が100号になりました。ＮＯ.1から読み返してみると、

「調布の自然」 シリーズ、 ちょうふ・あちこち、 ちょうふＤＥ田んぼ日記、

石っころコラム、 連載 「多摩川今昔」、 や市民活動の記録など、 原

稿を寄せて下さった皆様の環境保全への熱意がいっぱいです。★91

号から用紙 ・ 印刷費もすべて市民持ちとなり隔月発行です。 皆様の

応援があれば、 200 号まで頑張れる ・ ・ ・ かな？ （江）

 　定例の野川の水生生物調査を実施しました。

　　　　　　　　　　　いつも私たちに水生生物の専門知識を

　　　　　　　　　　教えてくださる宮治さんから、 ニンギョウ

　　　　　　　　　　トビケラの幼虫が石や砂粒で作る巣を特

　　　　　　　　　　に詳しく教えてもらいました。 観察しまし

た。 その堅牢な出来栄えに感嘆しました。

　　川の中に入って採集をしている時に、 川面を流れて

いくたくさんの半透明のごみ？！と思ってよく見ると、 そ

れはカゲロウが脱皮した抜け殻でした。 それが後から後

から続きます。 この時期がカゲロウの羽化のピークなの

です。 10 年間の調査で、 羽化の日にぶつかったのは

はじめて！　「自然からの贈りもの」 でしょうか。　体が緑

色のツメナガナガレトビケラの幼虫もみつかりました。

★そこで思いがけない出会いが ・ ・ ・ ・

何気なく川岸を見ると、 1 羽のカワセミが枯れ

草にとまってじっと水面を見つめていました。

飛び立つ時に広げた羽のブルーが美しく、

間近で見れてみんな大感激。 自然の中

での発見は、 ひとつひとつワクワクするこ

とばかりです。 （身近な川を見守る会 : 江刺）

カゲロウの羽化する季節 in 野川
3/27 春の身近な川のご機嫌うかがい

～桜も 3分咲き！ ～

 ちょうふ環境市民会議

● 4/24（日）春の雑木林観察会

● 5/1（土）春の里山観察 ＆

　　　　　お楽しみ会（花炭など）

上記 2つとも詳細問合せはメールで

info@chofu-kankyo-shimin.org　へ
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